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平成27年２月10日

平成26年度重点戦略マネジメントにより検討した
平成27年度に向けた取組について

県では、県政の基本指針である栃木県重点戦略「新とちぎ元気プラン」に基づき、重点プロジェクト
をはじめ、各種施策に積極的に取り組んでいるところであります。
新年度は、計画期間の最終年度を迎えるプランの総仕上げに向け、プロジェクトの中で進捗に遅れの

見られる分野に力を入れるとともに、次期プランを見据え、人口減少や成長などの視点から各種施策に
取り組んでいきます。
以下のとおり、その内容をお知らせいたします。

Ⅰ 政策の基本 人づくり

１ 取組の視点 人をはぐくむ（若者世代）

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

自立する力をは ・県内企業への就職の促進 【ＵＩターン就職の促進】
ぐくむ 県内中小企業が求める若手人材を確保するととも

に、若者の県内への定住が図られるよう、県外大学
○就労相談や職 との連携を強化するなど、学生のＵＩターン就職を
業訓練などの支 促進する。
援

ＵＩターン就職支援強化事業費 12,218千円

２ 取組の視点 人をはぐくむ（大人世代）

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

挑戦する心をは ・女性の活躍促進 【女性の活躍の促進】
ぐくむ 働く女性のキャリアアップの推進や地域における

女性の社会貢献活動への参加促進、また、仕事と家
○女性が社会の 庭の両立促進などにより、女性の能力を発揮しやす
様々な分野でさ い環境づくりを推進する。
らに活躍できる
環境づくり

地域女性活躍加速化事業費 4,984千円

仕事と家庭の両立支援事業費 7,292千円

県では、「新とちぎ元気プラン」を着実に推進するため、プランに掲げた成果指標の目標

達成に向けた進捗度合いや県民満足度調査の結果等を参考に取組の評価を行い、翌年度の予

算編成等に向けて、必要な見直しや新たな対応策の立案を行い、その結果を県民の皆様に公

表しています。

重点戦略マネジメントとは
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３ 取組の視点 人をはぐくむ（子育て世代）

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

子育て力をはぐ ・若者の子育て力の育成 【「じぶん未来学」プログラムの実施】
くむ やがて親となる若者の子育て力を育成するととも

に、地域を支える意識の醸成を図るため、高校生が
○親の子育て力 家族等の意義や役割、地域社会等について主体的に
の向上とやがて 学べる学習プログラムを開発し、関係教科等の中で
親となる世代の 実施する。
子育て力の育成

とちぎの高校生「じぶん未来学」推進事業費
8,241千円

４ 取組の視点 文化・スポーツを通じた人づくり

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

スポーツによる ・東京オリンピック等キャンプ 【トレーニングキャンプ地の誘致】
健やかな人づく 地誘致等の推進 世界のトップアスリートに身近に接する機会を創
りと世代間交流 出することは、子供達をはじめ県民に夢と希望を与
の促進 え、地域のスポーツ振興や国際理解の推進に資する

ことから、東京オリンピックや近隣アジア等で開催
○スポーツを通 される国際的な競技大会の事前トレーニングキャン
じた健やかな人 プ地の誘致に取り組む。
づくり

キャンプ地誘致推進事業費 12,860千円

Ⅱ 重 点 戦 略 暮らしを支える安心戦略

１ プロジェクト 安心の子育て環境づくりプロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

地域における子 ・子どもの心の診療等の体制整備 【子どもの心の相談窓口の設置】
育ての支援 心に問題を抱える子どもの早期発見と、地域にお

ける相談支援体制を強化するため、広域健康福祉セ
○身近な地域で ンターに「子どもの心の相談窓口」を設置する。
の相談体制の整
備

子どもの心の相談支援体制強化事業費 2,959千円

子どもを守りは ・要保護児童等に対する支援拠 【児童家庭支援センターの設置】
ぐくむ体制づく 点の設置 地域住民や家庭等からの児童虐待相談等に応じ、
り 必要な指導・助言等を行う「児童家庭支援センター」

を設置する。
○地域における
子どもたちの見
守り体制の整備 児童家庭支援センター設置運営事業費 26,120千円
促進
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２ プロジェクト 地域でつくる福祉環境プロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

地域における支 ・地域包括ケアシステム構築に 【地域包括ケアシステムの推進】
え合いの推進 向けての市町村の取組への支援 高齢者が住み慣れた地域で、安心して自立した生

活が営めるよう、医療や介護、日常生活の支援等の
○地域住民によ 必要なサービスを提供する地域包括ケアシステムの
る支え合い体制 構築に向けて、各サービスの基盤整備や人材育成等
構築 を進める。

地域包括ケアシステム構築推進事業費 2,625千円

在宅医療推進事業費 139,000千円

３ プロジェクト 元気で健やかな暮らし実現プロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

長寿社会におけ ・健康づくりのための県民運動 【健康づくりロード案内板の設置】
る健康づくりの の推進 県民が歩くことへの関心を高め、身近な場所や豊
推進 かな自然の中で気軽に運動ができるよう選定した

ウォーキングコースに、利用促進のための案内板を
○県民一人ひと 設置する。
りが食生活や運
動等を通じた健
康づくりに取り 健康づくりロード事業費 9,000千円
組みやすい環境
の整備

４ プロジェクト 日々の暮らしの安全・安心実現プロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

犯罪が発生しに ・振り込め詐欺を始めとする特 【特殊詐欺被害抑止への取組】
くい地域づくり 殊詐欺の撲滅のための取組 高齢者を中心に、直接注意喚起を行うコールセン

ターを設置するとともに、被害の入口となる電話で
○犯罪の未然防 の会話を自動で録音し、犯罪の抑止効果が期待でき
止や検挙 る機器の貸出し等を実施し、被害防止を図る。
○犯罪が発生し
にくい社会づく
り 特殊詐欺対策費 63,774千円
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Ⅲ 重 点 戦 略 明日を拓く成長戦略

１ プロジェクト パワーアップとちぎプロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

本県の強みを活 ・ものづくり企業の技術力や中 【マイクロテクノロジーラボの整備】
かした産業の振 小企業の経営力の向上への支援 今後の市場規模の拡大が見込まれる航空機産業関
興 連企業の技術高度化等を支援するため、高精度な計

測機器等を備えたマイクロテクノロジーラボを開設
○中小企業の人 する。
材育成、研究開
発及び販路開拓
等の支援 マイクロテクノロジーラボ整備事業費 79,804千円

挑戦し、成長す ・新たな成長産業の創出等に関 【ヘルスケア産業の振興】
る企業の創出 する検討 健康寿命の延伸など、健康への意識の高まりによ

り、成長が期待できるヘルスケア産業について、今
○創業や新たな 後振興を図るべき業種・領域の特定や振興方策を検
事業展開など意 討するための調査を実施する。
欲的な取組の支
援

○地域経済を支 ヘルスケア産業振興可能性調査事業費 8,253千円

える中小企業等
の経営力向上

力強い農業の推 ・園芸の生産振興の強化 【とちぎの園芸活力創造への取組】
進 ＩＣＴや省エネルギーなど、新技術を取り入れた

次世代型園芸モデルの研究を進めるとともに、本県
○農業内外から の主力品目である“いちご”“トマト”の産地強化や
の人材確保や企 新規就農者の確保など、生産力強化及び収益力向上
業の参入推進 のための支援を行う。

○多様な需要に
対応できる産地
改革の促進 次世代型園芸モデル育成事業費 1,059千円

いちご王国基盤強化事業費 92,772千円

トマト周年供給力強化事業費 482,270千円

２ プロジェクト フードバレーとちぎプロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

フードバレーと ・食のブランド化 【食品関連産業の振興】
ちぎの推進 フードバレーとちぎの取組の中で開発されてきた

商品を、旅行業者やレストラン等の食の関連産業全
○産学官連携に 体で活用するなど、食品関連産業のさらなる振興策
よる商品開発・ について調査・検討を行う。
技術開発、海外
市場も視野に入
れた販路開拓へ 食品関連産業振興策調査分析事業費 2,988千円
の支援、とちぎ
の強みを活かし
た企業誘致、農

業をはじめとす

る関連産業の高
付加価値化
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３ プロジェクト 観光立県とちぎづくりプロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

魅力あふれる観 ・観光客受入環境の整備・充実 【観光客の受入環境の整備】
光地づくり 東京オリンピックの開催等、国内外から多くの観

光客の来県が見込まれることから、県有施設のトイ
○地域のホスピ レの洋式化や案内標識等の多言語化など、おもてな
タリティ向上 しの環境を整備するとともに、魅力ある観光地づく

りを促進するため、観光客受入環境等実態調査等を
実施し、その指針となるプログラムを策定する。

誘客促進環境整備事業費 96,006千円

魅力ある観光地づくりプログラム策定事業費
17,869千円

戦略的な誘客の ・関東広域連携による海外誘客 【関東観光広域連携キャンペーンへの参加】
推進 の展開 関東地方の各自治体と国が連携して取り組む「関

東観光広域連携キャンペーン」に参加し、外国人旅
○戦略的な誘客 行者向けの観光情報提供や国際旅行博への連携出展
活動の展開 など、外国人観光客の誘客に取り組む。

関東観光広域連携事業費 8,507千円

Ⅳ 重 点 戦 略 未来につなぐ環境戦略

プロジェクト 環境を起点とする活力の創出プロジェクト

重点的取組等 課 題 平成27年度に向けた取組

環境にやさしい ・熱エネルギーの有効利用 【熱エネルギー利用の推進】
エネルギーの地 エネルギー供給の多様化が求められる中、地中熱
産地消の挑戦 やガスコージェネレーションなど、これまで積極的

な利用が少なかった熱エネルギーを効率的に活用す
○再生可能エネ るための設備導入等を推進する。
ルギーの利活用
の促進

熱エネルギー利用推進費 130,958千円

持続的発展が可 ・林業の供給体制・需給連携の 【とちぎ林業・木材産業の成長】
能な循環型社会 強化 農山村地域の活力の創出に寄与する林業・木材関
の形成促進 連産業の振興が図られるよう、若者の就業を意識し

た魅力向上への取組や技術習得支援を行うとともに、
○森林資源の循 とちぎ材のさらなる利用拡大に向け、森林・林業に
環利用 おける供給体制と需給連携の強化に取り組む。

とちぎ林業・木材産業未来戦略推進事業費
3,261千円

林業・木材産業構造改革事業費 91,569千円

林業労働力確保促進事業費 1,811千円

注：重点戦略マネジメントに関する部分を抜き出しているため、事業名や予算額について予算関係資料と
一致しないことがあります。


